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1 はじめに
確率的一人ゲーム「2048」のコンピュータ・プレイヤ
については多くの研究がなされており，人間プレイヤよ
りもずっと高いレベルで競われている．近年，さまざま
なゲームでニューラルネットワークを用いたプレイヤが
大きな成功を収めているが「2048」の研究においては
この限りではない．本研究では，ニューラルネットワー
クのパラメータ数を増やす以外の方法で性能向上が可
能かを検討する．完全解析されているミニ 2048 [1]を
対象とし，複数のニューラルネットワークモデルを作成
する．それらのモデルをネットワークへの入力方法を変
更する新手法を用いて学習を行い，既存手法との違いを
パーフェクトプレイヤを用いて評価する [2]．
2 ネットワーク入力
ニューラルネットワークプレイヤの学習にあたり，ネッ
トワークに入力する入力表現を変更することが有効で
あると考え，以下の 3種類の入力表現を用いた．

通常入力 2048で一般的に用いられる二値テンソル表現
(図 1)

相対入力 最大のタイルを index 0に置き，各タイルを
最大からの相対位置に配置したもの (図 2)

通常 + 相対入力 図 1と図 2を足し合わせたもの．た
だし，相対入力の空きタイルは表現しない．

3 実験・実験結果
ネットワークモデルについては，先行研究 [3]で用い
られていた deepと resnetを用いた．また，既存の学習
改良手法である restart [4]と対称性の利用を組み込ん
だ学習を行った．ネットワークモデル 2種 ×入力表現
3種×学習方法 2つの有無 (4通り)で計 24通り，各 24

時間の学習を行った．学習後に評価として行った 1000

プレイで平均得点の高かった上位 3通りの結果を表 1に
示す．
4 まとめ
本稿では，ミニ 2048においてニューラルネットワー
クプレイヤの学習方法を検討した．その結果，「最大タ
イルからの相対的大きさ」を付け加えた学習はニュー
ラルネットワークの強さ向上に寄与しなかった．また，
restartの付与は学習を高速化できる利点があるが，学
習時間を十分に取れば restartを付与しない学習と同等
の平均得点を達成することが示された．
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図 1: 入力: 通常入力
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図 2: 入力: 相対入力

表 1: 上位 3件 24時間学習結果
プレイヤ 平均得点 中央値
deep 4448.88 5094

deep (通常+相対入力) 4446.70 5064

deep (restart) 4445.22 5144
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